
※ 研修動画は、こちらをブラウザに貼り付けるとアクセスできます。
http://www.tokucen.hokkaido-
c.ed.jp/setting/page_371/netcommons3/page_id1150/研修動画

これから、知的障がいのある子供の「実態把握」についての研修を始めます。
この研修は、知的障がいのある子供の実態把握の内容について理解するととも

に、演習を通して、子供の実態を整理し、把握する技能を身に付けることをねら
いとしています。
前半に説明、後半に演習を行います。

（時間の目安：説明10分、演習20分）
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特別支援教育は、子供一人一人の教育的ニーズに応じて適切な指導や必要な支
援を行うものであり、そのためには子供の理解が欠かせません。
子供の理解のためには、学校生活のどのような場面でどのような行動が見られ

るのか、「障がい」として理解するのではなく、日常の行動観察から、個々の子
供の「特性」として理解し、対応を工夫する必要があります。
そのためには、主観的な理解から客観的な理解へ、更に共感的な理解へと段階

を進めていくことが求められます。
「主観的理解」とは、子供と触れ合ったり、観察したりして、教員がありのま

まに思ったことや感じたことを基に理解することです。
例えば、「挨拶や返事をする礼儀正しい子供」、「一方的に話をしてしまう子

供」、「できないことがあっても繰り返し頑張る子供」などと理解することです。
「客観的理解」とは、保護者からの情報（生育歴、相談歴、行動の特徴等）、

医療等からの情報（障がいの状況、治療内容等）、心理検査の情報から理解を図
ることです。
そして「共感的理解」とは、子供の行為を結果だけで捉えるのではなく、なぜ

そのような行動を取ったのか、子供の立場になって原因を探って理解することで
す。
例えば、表情から、「本当はしたくないのにやっているな」、「友達を叩いた

のはおもちゃが欲しかったからかな」と子供の心情を想像して、読み取ることが
求められます。
情報の収集と活用のポイントにも示しているとおり、子供を理解する際には教

員一人の思い込みにならないように、あるいは検査や調査の結果のみで判断する
ことがないように、複数の教員で様々な視点から情報収集し、多面的・総合的に
子供を理解することが大切です。
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障がいの特性を踏まえ、子供に対して適切に支援するためには、実態把握が大
切です。
実態把握における情報収集には、スライドの４つの観点が挙げられます。
「医学的な情報」や「保護者からの情報」、「心理学的な情報」については、

関係機関や専門機関、保護者との連携により得ることができます。
これらの情報を総合して実態を把握することが理想ですが、実際は、難しい場

合も多いと思います。
ただ、どの学校でも、「教育的な情報」については、学級担任や教科担任から、

学習の状況や興味・関心、指導上の配慮事項等の情報を得て、校内で情報を共有
することができます。
また、校内において、教員同士で情報を共有することで、本人の障がいの状態

をより的確に把握することにつながります。
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実態把握においては、子供のよさと課題の両面を把握することが大切です。
子供一人一人の持てる力を高めるために、まず、その子供のよさは何か、どの

ように生かし、伸ばしていくか、課題については、どのように改善していくか把
握するようにします。
子供の行動を把握し分析する際には、なぜそのような行動や言動が生じている

のかという背景要因に着目することも大切です。
例えば、友達のことを叩いてしまう子供がいた場合、行動のみに着目すると友

達を叩かないことが目標となるが、上手く友達を呼んだり気持ちを伝えたりでき
ないから叩いてしまうという背景が理解されていると、指導目標も変わり得ると
いうことです。
実態把握は、学級担任が見取るだけでなく、可能であれば本人から話を聞いた

り、保護者や他の教員から情報を集めたりするなど、様々な方法で行うことがで
きます。
個別の指導計画や個別の教育支援計画を活用した引継ぎにより、情報を得るこ

ともできます。
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実態把握の方法や内容は様々なものがありますが、ここでは、「障害のある子
供の教育支援の手引」から、教育的な情報を収集するための実態把握の項目を示
しています。
なお、この手引には、知的障がい以外の障がいについても、実態把握の項目が

掲載されていますので、必要に応じて参考にしてください。
知的障がいのある子供は、知的機能の発達の遅れから、他者との意思疎通が困

難であり、日常生活を送るために支援を必要としています。
知的障がいのある子供の発達の状態を把握する上では、食事や排せつなどの身

辺自立、買い物や公共機関の利用などの社会生活能力、集団行動などの社会性、
学習や運動の力、言葉の理解や表出などのコミュニケーションの状況について把
握します。
行動観察によって適応行動の困難さを把握する場合は、同年齢の子供と遊んだ

り、一緒に行動したりすることができるかどうか、その年齢段階において標準的
に要求される身辺処理ができるかどうかなどを把握するようにします。
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本人の知的障がいの状態の把握に当たっては、学習等の課題に対する取組の様
子や、主体的に行動しようとしているかなどの姿勢や態度について把握します。
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集団生活を送るために必要な力が身に付いているかという点では、遊びの中で
の友達との関わりや興味・関心、対人関係や身体の動き、自己の理解などの社会
性の発達の状況を把握する必要があります。
就学や転学をした子供などの場合、保護者や幼稚園、発達支援センター等と連

携し、個別の教育支援計画を活用した引継ぎなどを通じて、対人関係や自己の理
解について、それまでの状況を把握することが大切です。
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それでは、ここからは演習を行います。
演習シートと、個別の指導計画など、子供の実態に関する情報が記載されてい

る資料を準備してください。
この演習では、「障害のある子供の教育支援の手引」に示されている実態把握

の項目を基に、担当している子供の実態について整理し把握します。
演習を通して、子供の課題やよさに目を向けたり、行動や様子を環境の側面

（障がいの「社会モデル」）から捉え、実態を整理し、指導や支援に生かせるよ
うにしましょう。

＜演習の進め方の例＞
① 個人思考（10分）
・演習シートに記入します。

② 交流（10分）
・受講者同士や指導教諭と交流しましょう。

☆ 指導教諭は、受講者が、子供の困難さだけでなく、よさに目を向けて捉
えることができるよう、問い掛けたり、自身が担当する子供の姿や捉え方
を例示したりする。

☆ 指導教諭は、対話を通して、受講者が自身の考えを振り返ったり整理し
たりできるよう促し、研修後の実態把握や指導・支援に生かすことができ
るようにする。

〔受講者への問いの例〕
・子供の得意なことや興味・関心のあること、持ち味は何か。
・子供ができそうなことは何か。
・子供が一人では難しいが、支援や励ましを受けながら、取り組もうとす
ることは何か。それは、どのようにするとできそうか。

・子供にとって困難なことには、どのようなことがあるか。それは、どの
ような原因が背景にあると考えられるか。

（時間経過後）
これで、知的障がいのある子供の実態把握についての研修を終わります。


